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麦類灌水栽培の応用的試験

　　　　　　w　燕麦の青刈栽培にっレ・て

藤光正昭。三谷雅亭　　（附属三瓶農場）

　　Masa．ak1FUJI皿ITSU　and1Masak11MlITANI

The　Oat　Cu1tivation　by　Water－F1owin貯工rr亘gatio皿

　　　　　　　　　　　　緒　　　・言

　　　　最近，中山間地帯の草生不良な地域にも，相当数の乳

　　　牛の導入を見る様になり，これに伴い飼料としての燕麦

　　　　の栽培にっいて，大きな関心が持たれる様になつて来

　　　　た。然し乍ら，従来，島根県中山間地帯に於ける燕麦の

　　　栽培は，冬期間の低温，長期に亘る積雪等に依り，その

　　　成績は余り艮好とは云えない。

　　　　筆者等は，生産向上の目的をもつて，島根県三競地方

　　　の一部に於て憤行されているところの灌概大麦作を燕麦

　　　作に適用する試験を行つているが，今回は生草収量，子

　　　実収量に関し若干の知見を得たので報告する、

　　　　なわこの試験は，島根農科大学附属三瓶農場に於い

　　　て，昭和31年10月より昭和33年7月に亘り行つたもので

　　　ある。

　　　　　　　　　試験地の概況及び試験方法

　　　　（一）試験地の概況

　　　　三瓶農場は島根県大E日市の東北，三親山の北山麓に位

喝　　　置し，標高420m，土質は火山地帯特有の礫め多い黒ボ

　　　ク砂壌土で，表土浅く地味は癖せて不良である。試験中

　　　の冬期間に於けそ気温及び積雪状況を示すと第I表の通

　　　りである。

　　　　　　　　　　第I表　気温及積雪状況

昭和31年
11月

1・月昭稲年 2月 5月　4月
最局気温

◎C 18．0 11．5 14．0 10．0 135 227
最低気温

℃ 一0．7 一4．0 一4．4 一g5 一52 23
平均気温

℃ 9．0 2．5 ・2．9 08 3．1 131
最高積雪
量　C㎜ 2．0 27．0 73．0 380 錫0 00
平均積雪
量・C皿 0．1 13．2 17．3 1／ア 109 00’

積雪日数
1 24 16 21 20 0

22．7

2．3

註：測定時刻午前9時

　（2）試験方法

a）供試品種：前進号　b）　作付：作条巾1尺，条播

c）播種量．：反当9升　d）播種月日：昭和31隼10月15

日　e）施肥量：（基肥）反当堆肥450貫，硫安4，5貫，遣

石6．0貫，硫加1．5貫，（追肥）堆肥を除く上記％量を刈販

直後施肥　f）灌水期間：昭和31年／2月25日より昭和32

隼4月10日迄9）試験区の取り方一区面積1．5坪とし

刈取はX面積をもつて行つた　h5調査個体数：10個体

i）青刈刈取期：4月24日

　　　　　　試験威績の概要及び考察

　I　生育調査
　　a）草　　丈

　第皿表の示す如く，刈取期に於ける草丈は灌水施肥区

（以下灌肥区と略す）が他区に比へ最も良く，続いて灌水

無肥区（以下灌無肥区と賂す）標準施肥区　（以下標肥区

と略す）標準無肥区（以下標無肥区と略す）となつて栢

り，収穫期に於ける草丈は標肥区，灌肥区，灌無肥区，漂

無肥区の順となつている。即ち刈取以後に於ける草丈の

成長は標肥区が特に良い伸長率を示している。刈取区に

於ても同様の結果が見られる。

　なお2月から3月にかけ標肥区及び標無肥区に於て，

草丈の生育が逆に減少の煩向を示しているが，これは長

期にわたる積雪のため葉部の先端が枯死した結果だと考

えられる。

　　b）分　　蘂

　第皿表の通り，標肥区，灌肥区，標無肥区，灌無肥区

の順となつている。一般に灌水区に位べ標準区の方が分

肇は旺盛の様である。灌水区に於ては流水のため分蘂が

阻害される結果だと考えられる。

　　C）一株重量

　第皿表に示す如く刈取期に於ては，灌肥区が他区に比

しその重量最も重く，続いて灌無肥区，標肥区，標無肥

区となつている。収穫期に於ては潅水区標準区共に，無

肥区は施肥区に比しその重量は著しく減少している。
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第皿表生育調査

月　目

1．16

18．9

1．5

1．27

3．4．ア．3

13．4

0．40

3．2

12．8

0

0．30

2．8

13．5

0．34

2．8

16．3

2．4

1．1ア

10．0

月　日

2．18

19．5

1．5

2．73

／0．2

14．9

2．8

1．44

11．7

15．5■17．1

1六8

1，02　1．7ろ

7，417．5

14．8

1．9

0．98

ア．6

14．2

1．8

1．05

10．3

月　目

3．／9

19．8

2．5

3．75

12．8

13．3

3．5

1．34

11．4

18．1

1．0

2．23

7．6

13．6

1．6

1．00

6．4

月　目

4．24

44．4

3．8

17．75

14．4

25．5

4，0

4．40

15．3

29．5

2．2

6．3ろ

9．7

19．5

1．6

1．80

6．5，

月　　　日

7．　20

149．3（139．2）

13．6（14．7）

5ア。2（54．8）

／56．ア（144．9）

／4．1（15．3）

52．0（45．2）

129．2（104．4）

3．6（　4．8）

19．4（13．0）

114．1（101．2）

4．7（　4．9）

22．7（　11．2）

　　　　註：（　）は刈取区を示す

　　d）一株葉数

　第皿表の通り，標肥区，潅肥区，潅無肥区，漂無肥区

の順となつており大略分蘂と同様の傾向を示している。

標無肥区に於て，特に積雪に依る被害が大きく認められ

すこ。

　皿　茎葉1牧量

　第皿表の通り，潅肥区が反当収量1068㎏で最も収量多

く，次いで潅水無肥区384kg，標肥区312kg，標無肥区17

／kgとなつている㌧漂肥区を100％として各区の反当生産

割合を検討して見ると潅肥区343％，潅無肥区123％，標

無肥区55％と云う数値を示し，潅肥区に於ける茎葉収量

は標肥区の約3．5倍と云う高い数値となる。

　　　第皿表青刈時の茎葉収量（4月24日）
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　潅肥区に於ける反当1068kgと云う茎葉収量は，気象条

件に恵まれた平坦地に於ける青刈燕麦のそれと比較すれ

ば，決して多量の収穫と云う事は出来ないかもしれぬ

が，5月中下旬に至らねば畦畔或いは山地等の青草が利

用出来ない中山間積雪地帯と云う条件を考慮に入れれ

ば，可成り価値のある数値だと云えよう。叉今回は地方

の慣行に従い刈取回数を／回に留めたが，今後の研究に

依り、その刈取向数を多くする事が出来れば，更に今回よ

りも上廻つた数値が期待出来得る。

　叉潅水栽培に於て一応憂慮される流水に依る肥料の流

亡と云う事も，第皿表の結果から判断すれば，その影響

はきわめて少いものであると考えられる。

　皿　子実牧量

第皿表の通りである。無刈坂区に於ては潅肥区の収量

が反当282㎏で最も多く，次いで標肥区222㎏，標無肥区

147k9，潅無肥区92k9と漸滅している。標肥区を100％と

して各区の反当生産割合を検討して見れば，潅肥区128

％，漂準無肥区66％，潅無肥区41％と云う結果となる。

次に刈取区について見ると潅肥区反当256k9，標肥区209

kg，標無肥区113k9，潅無肥区34k9と云う収量を示して

おり，標肥区を100％として各区反当生産割合を検討す

れば，潅肥区123％，標無肥区54％，潅無肥区34％と云う

結果となり，無刈取区，刈坂区共にほぼ同様の傾向を示

している。

第皿表子実収量
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　刈取の有無にか㌧わらず，潅水区，標準区共に，肥料

を施さない区に於てはその子実収量は著るしい滅少を来

たしている。この事は先にも述べた潅水栽培に於て流水

に依る肥料流亡の非常に少い事を再認識すると共に，刈

取直後に於ける追肥の重要性を示すものと考えられる。

この事は叉，憤行に依る潅水栽培に於て，全く肥料を使

用しておらないと云う事ξ考え合せて，施肥の方法ゴ施

肥の時期などについても今後調査を進める必要がある。

　次に無刈取区に対する刈取区の収穫時期迄に於ける回
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復の状態を見ると，標準区が潅水区に位べ著干高い回復　　　皿　灌水中の気温，水温，地温

を示している。これは標準区が刈取期迄に成育が犀延し　　　潅水中の気温・水温・地温の変化について2月20日よ

ている為に，逆に刈取以後の生育がそれだけ旺盛になる　　り3月9日迄にわたつて調査を行つた。第1▽表の通りであ

・ものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　る。．

　　　　　　　　　　　　　　　　第Y表潅水中の気温，水温，地温の変化

2月
21日 22日 23日

24日125日　　　■

26日 27日 28日
ろ月

20日 ／日
2日 3日

・日1・日 ・日1・日 ・日j・日

気温◎O 一0．5 一0．7 2．0 1．5 5．5 4．8 3．0 1．8

0
，
3
1
0
，
8
　
　
1
5
．
8
　
7
．
0
　
　
1

1．7 9．8 11．2 5．2
　　10．5

5．2 0，2 4．2

水温。O 5．6 4．9 6．0 7．5 10．2 7．9 7．1 6．3 6．2 10．010．2 8．4 5・弓 も。2 5。ろ 8．0

1
潅水区地温。O 4．5 ろ。6 4．5 7．0 9．1 7．0 6．5 6．1

5
．
1
，
6
．
3
　
　
1

5．8 9，3 9．4 8．0 5．8 6．9 6．1 7．5

標準一区地温◎O 一0．2 0．5 1．0 0．5 0．5 0．2 0．5 0．6 0．8　0．2 0．／ 2．0 6．8 4．5 ／・51 66．3 0．8
　I／8　18

0．2

積雪量C1皿 38 38 26 21 23 1ア ／6 16 16 12 ’ 一 ’ 一i 2 25

4．2

8．0

7．5

0．2

25

’積雪のある場合，標準区の地温は大略0～0．5．Oの範囲

内にある。潅水区の堆温は気温，水温の変化に伴いほぼ

同じ煩向をもつて上下するが，特に潅水区の水温と密接

な関係があり，大略0．5～1．5◎C程度水温を下廻り乍ら変

化する様である。而して標準区と潅水区の地温の差は最

高8．6．C，最低4．1．C，平均5．9．Cとなつている。この差

は気温が上昇するに従い少くなつて行く一傾向を示してい

る。

　　　　　　　　　摘　　　　要

（1）島根県三瓶地方の一部に於て慣行されている潅凝大

麦作を，施肥を組合せて，燕麦栽培に適用しπ試験を行

つた。

（2）青刈期迄の生育は，潅水区が標準区に比し極めて良

く，青刈時の茎葉収量は，標準施肥区に対して，潅水施

肥区で3，4椿に達した。然しその後成熟期迄の間に，草量

の生育は擦準施肥区の方がや㌧優れた。

（ろ）子実の収量に関しては，施肥の有無による差のタト，潅

水による大きな差は存在せず，更に叉青刈による子実の

減収度も比較的少い。

（4）か㌧る潅水栽培に於いても，施肥の効果は極めて大

きく，殊にそれは皐期の茎葉咳育に有利である。
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